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MANABI NO HIROBA

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANABI　NO　HIROBA

MANABI NO HIROBA

古文書解読で昔の暮らしを知る

美しい花が咲きますように

中央公民館定期講座「古文書塾」

花いっぱい運動推進協で黒土を配布

▼ 

　
コ
ツ
を
つ
か
め
ば
く
ず
し
字
で
書

か
れ
た
古
文
書
も
解
読
で
き
ま
す 

▼ 

　
豊
か
な
黒
土
が
市
内
を
美
し
く
飾
る
花
だ
ん

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す 

　中央公民館定期

講座「古文書塾」が

６月１０日、受講生

１３人が出席しスター

トしました。 

　講師は米内沢在住の松岡美代治さん。今後の講座運

営等についての打合せの後、松岡さんが作成した資料

に沿って分かりやすく説明が行われました。 

　参加した受講生は熱心に、不明なところは講師へ質

問するなどして積極的に学習していました。 

　この講座は翌年２月まで毎月１回のペース（１日２

時間程度）で行われ、課題を変えながら、地域の色々な

文書の解読にチャレンジします。 

　まだ定員に余裕がありますので、受講希望の方は中

央公民館までご連絡ください。（�６２－１１３０） 

　市花いっぱい運動推進協議会では、今年度の事業の

一環として、６月６日、７日の２日間、老人クラブ、子

供会、自治会など花だんづくりに取り組んでいる団体

を対象に園芸用の黒土の配布を行いました。 

　各団体が毎年手入れを行っている花だんやプラン

ターの土の補充用にと同協議会が提供しているもので、

養分たっぷりの土は、今年も市内を美しく彩る花々の

育成に役立つことでしょう。 

　協議会では今年度も花だんコンクール（全県、北秋

田市）を行います。団体、個人などで施設や自宅を花で

飾られている方、自慢の花だんを紹介してみませんか

（申込み、要項等は次号で案内いたします）。 

　
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

２
０
１
１
年
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

に
伴
い
、
共
同
受
信
施
設
等
の
改
修

を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
め
、
総
務

省
東
北
総
合
通
信
局
よ
り
職
員
を
お

招
き
し
て
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
共
同
受
信
施
設
管

理
者
等
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
＊
　
　
　
＊ 

日
　
時
　
平
成
20
年
７
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
　
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
共
同
受
信
施
設（
集
合
住
宅
、

ビ
ル
陰
補
償
、
山
間
地
の
共
聴
な
ど
）

管
理
者
・
代
表
者
等
、
公
共
施
設
所
管

担
当
者
、
受
信
施
設
工
事
事
業
者
（
電

気
店
等
） 

内
　
容
　
（
１
）
共
同
受
信
施
設
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
に
つ
い
て（
２
）

辺
地
共
聴
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
対

応
支
援
策
に
つ
い
て（
３
）質
疑
応
答 

申
込
み
　
資
料
を
準
備
す
る
関
係
か

ら
、
事
前
申
込
と
し
ま
す
。
申
し
込
み

の
際
は
、
団
体
等
の
名
称
、
申
込
人
数
、

連
絡
先
等
を
７
月
24
日
（
木
）
ま
で
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。 

◎
お
問
合
せ
・
申
込
先 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

�

62-

６
６
１
８
　
　
63-

２
６
７
８ 

※
記
事
の
訂
正 

　
広
報
６
月
16
日
号
８
頁
掲
載
「
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
し
く
み
が
変
わ
り
ま

す
」
の
記
事
中
、〈
阿
仁
荒
瀬
〉
の
設
置

検
討
時
期
が
平
成
20
年
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
平
成
22
年

度
の
設
置
検
討
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

■「
悪
徳
商
法
」に
ご
注
意
を
!! 

▽
総
務
省
等
が
訪
問
し
て
、『
地
デ
ジ

工
事
』
な
ど
で
お
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

▽
『
意
味
が
わ
か
ら
な
い
』『
納
得
で

き
な
い
』『
身
に
覚
え
の
な
い
』
代
金

請
求
な
ど
を
受
け
た
時
は
、
す
ぐ
に

お
金
は
払
わ
な
い
で
、
家
族
・
知
人
等

に
相
談
す
る
ほ
か
、東
北
総
合
通
信
局
、

警
察
署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費

者
相
談
窓
口
な
ど
に
、
ご
連
絡
・
ご
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
　

�

62-

６
６
３
９ 

 

　
森
吉
山（
標
高
１
４
５
４
メ
ー
ト
ル
）の
南
東

側
の
旧
森
吉
町
桃
洞
沢
と
旧
阿
仁
町
打
当
沢
に

広
が
る
ス
ギ
林
で
す
。こ
の
ス
ギ
林
は
、ブ
ナ
帯

上
部
の
標
高
８
５
０
〜
９
５
０
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
人
間
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
自
然
の
ま

ま
の
状
態
で
成
育
・
群
生
し
て
い
る
珍
し
く
と

て
も
貴
重
な
天
然
ス
ギ
で
す
。（
高
山
豪
雪
地
帯
）

　
北
側
の
桃
洞
沢
と
中
の
又
沢
に
成
長
・
分
布

し
て
い
る
ス
ギ
を
「
桃
洞
ス
ギ
」
、
南
側
の
打
当

沢
の
ス
ギ
を
「
佐
渡
ス
ギ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
ギ
は
と
て
も
寒
さ
と
雪
に
強
い
こ

と
に
加
え
、美
し
い
こ
と
が
特
色
で
す
。 

　
こ
の
一
帯
は
、
ま
さ
に
森
吉
山
の
秘
境
と
言

わ
れ
、立
又
渓
谷
や
小
又
峡
、安
の
滝
、桃
洞
滝
、

三
階
滝
な
ど
す
ば
ら
し
い
渓
谷
や
滝
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
新
緑
や
紅
葉
時
の
シ
ー
ズ
ン
に

は
多
く
の
観
光
客
や
入
山
者
が
景
色
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
訪
れ
、森
林
浴
な
ど
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ス
ギ
の
樹
高
は
20
〜
30
ｍ
、
幹
回
り
3.5
〜
5.2

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
２
０
０
〜
３
０
０
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ち
な
み
に
、秋
田
県
内
の
天
然
ス
ギ
は
、ブ
ナ

帯
の
下
部
か
ら
中
部
の
標
高
２
０
０
〜
６
０
０

メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
、
カ
エ
デ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
の
広
葉
樹
と
入
り
ま
じ
っ
て
成
育
・
分
布
し

て
い
る
の
が
一
般
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
全
国
的
に
ま
れ
な
ス
ギ
林
で
す
。 

　「
ス
ギ
」と
表
現
し
た
理
由
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
人
が
植
林
し
た
樹
木
と
区
別
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
秋
田
県
は
米
と
杉
の
特
産
地
で
あ
り
、
特
に

秋
田
杉
は
本
県
の
誇
り
と
し
て
後
世
に
残
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、杉
を
活
用
し
た

家
の
建
築
を
は
じ
め
加
工
品
な
ど
の
生
産
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
地

域
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

▽
昭
和
47
年
６
月
10
日
県
天
然
記
念
物
指
定 

▽
昭
和
50
年
２
月
13
日
国
天
然
記
念
物
指
定 

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

▽
資
料
／
「
阿
仁
の
文
化
財
そ
の
１
」「
北
鹿
は

宝
箱
」「
秋
田
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
」（
県
教
育

委
員
会
） 

▽
協
力
者
／
斎
藤
宏
一
氏
▽
紹
介
者
／
北
秋
田

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

照
内
捷
二 

 

桃洞・佐渡スギ 

阿
仁
戸
鳥
内
国
有
林 

森
吉
字
本
砂
子
沢
国
有
林 

■
健
康
講
座「
脳
卒
中
治
療
の
最
前
線
」 

　
〜
脳
卒
中
の
予
防
・
な
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
の
治
療
や
回
復
に
つ
い
て
〜 

講
　
師
　
秋
田
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー

副
病
院
長
　
鈴
木
明
文
氏 

日
　
時
　
平
成
20
年
７
月
５
日（
土
） 

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
12
時 

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館 

　
　
　
　（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

主
　
催
　
社
会
福
祉
法
人
阿
仁
ふ
く
し
会 

参
加
料
　
無
料 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
山
水
荘
」
�

82-

３
０
２
０ 

 

■「
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」 

　
〜
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
講
座
〜 

期
　
日
　
７
月
９
・
16
・
23
日（
３
日
） 

時
　
間
　 
19
時
〜
20
時
30
分 

　
　
　
　
※
３
回
と
も
出
席
可
能
な
方 

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館 

　
　
　
　（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

内
　
容
　
フ
リ
ー
ソ
フ
ト「
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
」

の
基
本
操
作
・
平
面
図
製
図 

対
　
象
　
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
、「
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
」初
心
者
の
方 

定
　
員
　
10
人 

講
　
師
　
片
岡 

勉
さ
ん 

参
加
費
　
無
料 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
阿
仁
公
民
館
�

82-

２
２
２
０ 

共
同
受
信
施
設
管
理
者
等
の
皆
さ
ん
へ 

ジ
ェ
イ
ダ
ブ
ル 

キ
ャ
ド 


